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要　旨
　本研究では、中学校において、日常では見ることのできない雲粒の凝結成長を教室内で手軽に観察できるシャ
ボン玉実験を行うことで、雲粒から雨粒への成長についての生徒の理解にどのような変化をもたらすのかについ
て調査を行った。その結果、雲粒の形成・成長を目で観察することで、雲の発生には水蒸気が必要不可欠である
ことや、雲粒が成長することで雨となって落下するという過程を生徒がより意識できるようになることがわかっ
た。とくに、雲粒が凝結成長することにより大気中から水が除去されるという過程を実際に目で見て確認するこ
とで、水の循環についての理解が深まったと考えられる。さらに、この実験により凝結核の存在の重要性が生徒
の中で強く意識されるという結果が得られたことから、シャボン玉実験は雲粒の成長のみならず、目には見えな
い小さな核の存在や役割について理解するのにも役立つことが示された。しかし、シャボン玉実験では空気塊の
気温の低下を再現することができないため、別の方法で上昇気流の重要性を生徒に十分に理解させる必要がある。
１．はじめに
　地球の表面の約74％は水で覆われており、地球上に
存在する水の体積は14億にもなる。この大量の水は
状態を変えながら絶えず循環し、その循環の過程で地
球上のさまざまなものに影響を与える。例えば、雨や
雪となって地上に降り、動植物の成長や生息域、人々
の生活に大きな影響をもたらす。そして、雨や雪解け
水は川となって山から海へと流れ、その流れによって
地表を浸食し、長い時間をかけて地形を変える。地球
上に存在するこれらの水は、地上や海上などから絶え
ず蒸発し、水蒸気として大気中にも存在する。この水
蒸気は上空で冷やされて雲となり、その後、雨や雪と
なって再び地上や海上などに降ることで、大気中から
除去される。この水の循環の過程に要する期間、つま
り、水が蒸発してから再び地上や海上に戻るまでの過
程に要する期間は、地球規模で起きているにも係わら
ず、たった約９日である。しかし、このたった約９日
で起こる水の循環の過程が存在することによって、地
球上の水の循環は成り立ち、先に述べたようなさまざ
まな影響がもたらされている。豊富な水で覆われた地
球にとって、水の循環は切り離すことのできないもの
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となっている。
　現在の中学校理科学習指導要領では、「気象とその変
化」の単元で「天気の変化」を学習する際には、雨や雪
などの降水現象に関連させて水の循環を扱うことが定
められている。しかし、水の循環の一部分である雲粒
から雨粒がつくられて大気中から水が除去される過程
は現在の中学校の教科書には含まれておらず、降水現
象の学習に関連させた水の循環の理解は困難である。
そのため、日常では観察のできない雲粒の成長を視覚
的に捉える教材を用いることが、降水現象の学習に関
連させて水の循環を理解するためには必要であると言
える。
　雲粒が成長するためには、上昇する空気塊の水蒸気
が空気中の塵を核として凝結する必要がある。まず、
雲粒は凝結により成長し、さらに併合により雨粒へと
成長する。成長に伴い落下速度が大きくなり、雨粒と
なって地上に降る。しかし、この雲粒の凝結成長・併
合成長は日常生活の中で観察することは不可能なた
め、学習者にとっては理解しにくい現象である。
　この日常生活では見ることのできない雲粒の成長
を、信州大学の岩井氏はシャボン半球の中に「雲粒」
をつくることで、教室内で手軽に観察できる実験を考
察した。この実験では、シャボン液水面に息を吹き込
んでシャボン半球をつくり、その中に形成された雲粒
の成長を観察することができる。このときに形成した
雲粒は、シャボン半球をつくった際にシャボン半球内
に入った吐息中、つまり空気中の塵を凝結核とし、半
球内の水蒸気が凝結してできたものである。時間が経
つにつれ、シャボン半球内にできた雲粒は凝結成長に
より大きくなり、シャボン液面へと落下して数が減少
する。この雲粒の粒径と個数の時間変化の観察により、
実際の雲の内部で起こる雲粒の凝結成長と同じ現象を
実験室内で観察することができる。そして、この観察
を通して雲粒の数が減少するのは、雲粒が重くなって
シャボン液面に落下するからであると理解することが
できる。（ただし、この実験で観察できる雲粒の成長は
凝結成長のみであり、併合成長は起きないため観察で
きない。そのため、シャボン液面への水滴の落下は、
実際の雨粒の落下とは異なる。）シャボン玉実験を行う
ことで、中学校理科学習指導要領の定める降水現象に
関連させた水の循環の理解につなげることができると
考えられる。
　岩井の実験をもとに、山下ら（1990）はシャボン半
球を割れにくくするための装置の改良を行い、シャボ
ン半球内の雲粒の数と粒度分布の測定を行うことで、
時間が経つにつれて雲粒の粒径が大きくなり数が減少
することを定量的に示した。そして、小学校理科で学
習する水の相変化と高校地学で学習する凝結核と雲の
発生の単元への利用法について考察し、教材としての
可能性を示している。
　しかし、山下ら（1990）の研究では教育現場での実
践は行っていない。そのため、この実験を行うことで
児童や生徒の学習の理解にどのような変化をもたらす
のかについては調査されておらず、教材としての長所
や短所は明らかになっていない。また、中学校理科の
学習での利用法については考察されていない。
　そこで本研究では、雲粒の成長を観察できるシャボ
ン半球を用いた実験が、中学校理科の「雲の発生と雨」
の単元において、生徒の理解に役立つかを検討するた
めに、中学校で授業実践を行い、生徒の理解がどのよ
うに影響を受けるかを調べた。
２．中学校におけるシャボン玉実験の実践
２－１．対象および調査
　授業実施日：2012年２月３日（金）
　対　　　象：嬬恋村立東中学校２年生50名（Ａ組：
25名　Ｂ組：25名）
　学習済内容：単元４「天気とその変化」第２章「空
気中の水蒸気の変化」「雲の発生と雨」，
凝結核の存在と役割
　調査実施日：２月２日（木）事前調査，２月６日（月）
事後調査
　生徒は本授業までに、東京書籍「新編　新しい科学
２分野下」（平成22年２月10日発行）の単元４「天気と
その変化」第２章「空気中の水蒸気の変化」の「雲の
発生と雨」（教科書15ページ）までの学習を済ませてい
る。さらに、空気中の水蒸気が凝結して水滴になるた
めには、空気中に漂う塵（凝結核）が必要であること
も学んでいる。ただし、雲粒の成長について実験や観
察を通しての学習は行っていない。
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２－２．実験の方法
２－２－１．準備
　発泡スチロールの容器（小），発泡スチロールの容器
（大），食器用洗剤，お湯，ストロー，懐中電灯
２－２－２．手順
（１）発泡スチロールの容器（大）と容器（小）を重
ねる。重ねた容器（小）に食器用洗剤を入れ、
カップが一杯になるまでお湯を注ぐ。
［注意］洗剤が泡立たないように静かにお湯を注ぐ。
（２）シャボン玉液にストローで息を吹き込み、半球
状のシャボン半球を作る（図１）。
（３）このシャボン半球に、観察者の反対側から懐中
電灯の光を当て、シャボン半球内の雲粒の個数
と粒径の時間変化を観察する。
［注意］このとき、シャボン半球を膨らませている最
中から雲粒の観察を始めると個数と粒径の変
化がわかりやすい。図２はシャボン半球内に
できた雲粒を撮影したものである（露出時間
が長いため雲粒は線状に写っている）。これを
見ると時間が経過するほど、雲粒の個数が減
り、粒径が大きくなっていることがわかる。
（４）シャボン半球内の雲粒がなくなってから、スト
ローでシャボン半球内に少量の息を吹き入れ
る。湿度が100％を超えているシャボン半球内
に凝結核が供給されるため、再び雲粒が現れる。
２－２－３．実験結果
　このシャボン玉実験では、注意深く雲粒の個数と粒
径の観察を行うと、手順（３）と手順（４）において
表１に示す結果が得られる。
　手順（３）では、①「シャボン玉を作った直後」と
②「シャボン玉を作ってから時間が経ったとき」の雲
粒の粒径と個数の比較を行う。図２と表１に示すよう
に、シャボン半球を作った直後の雲粒の粒径に比べ、
シャボン半球を作ってから時間が経ったときの雲粒の
粒径の方が大きい。これは、シャボン半球内にできた
雲粒に次々と水蒸気が凝結することで雲粒が凝結成長
するためである。また、この成長によって雲粒の体積
は半径ｒの３乗に比例して増加するのに対し、空気抵
抗はｒの２乗に比例して増加するため、つり合いが取
れなくなることで雲粒の落下速度も大きくなり、時間
の経過に伴い雲粒が液面に落ちやすくなる。そのため、
シャボン半球内の雲粒の数は減少する。
　手順（４）では、全ての雲粒が落下し、雲粒が存在
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図１　実験で用いるシャボン半球
図２　時間変化に伴うシャボン半球内にできた雲粒の個数と粒径の変化
　　　シャボン半球を作った直後（左）と約15秒後（中）と約30秒後（右）の様子。シャボン半球を作ってか
ら時間が経つほど、雲粒の数が少なく粒径（線状に見える）が大きいことがわかる。
していないシャボン半球内に再び息を吹き込み、新た
に発生した雲粒の粒径と個数を観察する。このとき、
③「吹き込む息の量が少ないとき」と④「吹き込む息
の量が多いとき」での雲粒の粒径と個数の比較を行う。
　最初に作られた雲粒はシャボン半球内の塵を核とし
ているため、手順（３）の結果、雲粒の落下に伴って
核となる塵はシャボン半球から除去される。そのため、
シャボン半球内は湿度が100％以上ではあるが、核と
なる塵が存在しないため、新たな雲粒は発生しない。
この状態のシャボン半球内に、手順（４）のように息
を吹き込むと再び雲粒が発生する。これは、息と共に
新たな塵が湿度100％以上のシャボン半球内に供給さ
れることで、再び塵を核として水蒸気が凝結し、雲粒
が発生したためである。このとき、吹き込む息の量が
少ないと新たに供給される塵の数が少なく、１つの凝
結核に対し多くの水蒸気が凝結するため、雲粒は粒径
が大きく、数が少なくなる。逆に、吹き込む息の量が
多い場合は供給される塵の数が多く、１つの凝結核に
対しシャボン半球内の水蒸気が少量のみ凝結するた
め、できる雲粒は粒径が小さく、数が多くなる。
２－３．授業内容
　本研究では、中学２年生２クラス（各25名）につい
て、シャボン玉実験を用いた50分の授業を行った。授
業内容を表２にまとめる。
（０）準備
　実験に入る前にあらかじめポットで熱湯を沸かし、
懐中電灯とストロー、学習プリントは各班に置いてお
いた。発泡スチロールの容器（小）と発泡スチロール
の容器（大）を重ね、容器（小）に適量の食器用洗剤
を入れ、熱湯を注ぎやすいように教卓に並べておいた。
発泡スチロールの容器（小）と発泡スチロールの容器
（大）を重ねるのは、熱湯を注ぐ際に容器のたわみを
防ぐためである。また、容器（小）から熱湯をこぼし
た際のやけどを防ぐこともできる。
　実験室は、観察中に外からの光が入ってシャボン半
球内が見えにくくならないように暗幕を閉めておいた。
（１）導入
　導入ではまず前時の学習内容と、雲粒の形成条件は
湿度が100％であることと核が存在することの２つで
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表１　実験結果
手順（３） 手順（４）
①シャボン半球を作った
直後
②シャボン半球を作って
から時間が経ったとき
③吹き込む息の量が少な
いとき
④吹き込む息の量が多い
とき
粒径 小さい 大きい 大きい 小さい
個数 多い 少ない 少ない 多い
表２　授業内容
時間 学　習　内　容
１．導入 10分 ○前時の学習内容と、雲粒の形成条件は湿度が100％であることと核が存在することの２つ
であることを復習する。
○本実験では、できた雲粒がその後どう変化するのかについて観察することがねらいである
ことを捉える。
２．実験① 20分 ○１つめの実験の観察内容を捉える。
　「シャボン半球内にストローで息を吹き込んだあと、時間の経過に伴い雲粒の数・大きさは
どのように変化するか。」
○シャボン半球を作り実験を開始する。このとき教師は雲粒の数と粒径の時間変化について
観察するように生徒に伝える。
○実験結果を発表する。
３．実験② 15分 ○２つめの実験の観察内容を捉える。
　「シャボン半球内の雲粒がなくなったあとに再び息を吹き込む。息の量が少ないときと多い
ときでは、雲粒の数と大きさはどんな違いがあるか。」
○実験を開始する。
○実験結果を発表する。
４．まとめ ５分 ○本時のまとめを行う。
○プリントを回収する。
あることを復習した。ここで、湿度が100％以上ではな
く100％であるとしたのは、中学校では湿度は最大で
100％であると学習しているためである。また、生徒は
本実験の前に、実験を行って水蒸気が水滴となり雲が
できる過程を観察したが、本実験ではできた雲粒がそ
の後どのように変化するのかについて観察することが
ねらいであると生徒に明確に伝え、実験を行う目的を
捉えさせた。
　次に、実験の手順について説明を行った（３－１－
２．手順　参照）。その後、シャボン半球をつくった後
にシャボン半球内に発生した雲粒の個数と粒径の時間
変化を観察し、結果を学習プリントに記入するように
伝えた。
（２）実験①
　発泡スチロールの容器（小）に熱湯を注ぎ、各班１
名に取りに来させた。この際、班に持ち帰るまでこぼ
してやけどをしないよう一人一人に伝え、注意を呼び
かけた。すべての生徒が班に戻ったのを確認したのち
消灯し、実験を開始した。
　実験中は机間指導を行い、雲粒の個数と粒径の時間
変化に注目するように再度呼びかけを行った。個数と
粒径の時間変化を同時に観察できなかった班には、２
回の実験を行い、最初の実験では個数の時間変化だけ
を観察し、次の実験では粒径の時間変化を観察するよ
うに伝えた。
　すべての班の観察が終わってから点灯し、班を指名
して観察結果を発表させた。観察結果は表１の手順
（３）ように黒板に掲示した。
　発表終了後、時間の経過に伴い雲粒の粒径が大きく
なったのは、シャボン半球内の水蒸気がシャボン半球
内にある塵を核として凝結して水滴となり、その水滴
に次々と水蒸気が凝結することで大きく成長したため
であると解説した。また、雲粒の個数が減少したのは、
水蒸気の凝結により成長して重くなった雲粒が液面に
落ちたことが理由であると解説した。
（３）実験②
　２つめの実験では、シャボン半球内の雲粒がなく
なったあとに再び息を吹き込み、雲粒を発生させ、吹
き込む息の量が少ないときと多いときでは、発生した
雲粒の個数と粒径にはどんな違いがあるのかについて
観察することを伝えた。この実験は手順がわかりやす
いように、生徒を一度教卓の周りに集めて演示実験を
行ったのち、各班での実験を行った。
　実験中は机間指導を行い、吹き込む息の量が少ない
ときと多いときそれぞれの雲粒の個数と粒径の違いを
観察するよう再度呼びかけを行った。さらに、シャボ
ン半球内の湿度は何％であるか、そして、息を入れる
と再び雲粒が発生する理由について考えるように伝え
た。また、熱湯の温度が下がりシャボン半球が割れや
すくなった班には、溶液を新しく作り直したものを配
布した。
　すべての班の観察が終わってから点灯し、班を指名
して観察結果を発表させた。観察結果は表１の手順
（３）ように黒板に掲示した。
　シャボン半球内の雲粒が液面に落下してなくなった
あとに息を吹き込むと再び雲粒が発生したのは、雲粒
とともに塵が液面に落下しシャボン半球内に核となる
塵がなくなったが、再び息を吹き込んだことで新たな
塵が湿度100％のシャボン半球内に供給されたため、
その塵を核として再び水蒸気が凝結し、雲粒ができた
ためであることを発表終了後に解説した。さらに、吹
き込む息の量が少ないと大きな雲粒が少量できたの
は、１つの凝結核に対しシャボン半球内の水蒸気が多
量に凝結したためであり、逆に、吹き込む息の量が多
いと小さな雲粒が多くできたのは、１つの凝結核に対
し少量の水蒸気しか凝結できなかったためであること
も解説した。
（４）まとめ
　本時のまとめを行った。まとめた内容は以下の通り
である。
　①時間がたつと、水滴は数が減り、１つ１つが大き
くなる。
　②核の数によって、水滴の数や大きさが決まる。
　まとめと感想の記入が終わったのち、プリントを回
収した。
２－４．調査内容
　本実験により気象に関する内容への興味・関心と雲
の発生と雨に関する生徒の理解がどのように変化した
かを調べるため、事前調査と事後調査を行った。調査
での質問項目は以下の通りである。
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【１】１週間のうち、何日くらい天気予報を見て（聞
いて）いますか？
　①０～１日　②２～３日　③４～５日　④６～７日
【２】天気予報では、次の内容にどれくらい注目して
いますか？
　① 群馬県の明日の天気
　② 群馬県の明日の気温
　③ 群馬県以外の明日の天気
　④ 群馬県以外の明日の気温
　⑤ 1週間の天気
　⑥ 気圧配置
　⑦ 雲の動き
　⑧ 気象予報士の解説
【３】雲がどのようにしてできるのか説明してくださ
い。
【４】雨がどのようにして地上に降ってくるのか説明
してください。
【５】寒い日に息を吐くと白くくもります。どうして
白くくもるのだと思いますか。
　質問２の回答形式は「かなり」「まあまま」「あまり」
「まったく」の４択、質問３～５は自由記述とした。
質問項目のうち質問３～５は、各質問に設けた３項目
あるいは４項目の観点から採点し（１項目につき１点
として採点した）、事前と事後での解答内容の変化をま
とめた。各質問に設けた項目は表３の通りである。
　質問【１】【２】の回答結果からは気象に関する内容
への興味・関心の変化を、質問【３】～【５】の解答
結果からは雲の発生と雨に関する生徒の理解の変化を
求めた。ただし、事前調査では50名、事後調査では３
名の欠席者が居たため47名を対象にしている。
３．授業前と授業後の比較
３－１．興味・関心の変化
（ａ）天気予報の内容への注目度の向上
　事前調査の結果に比べ事後調査の結果では、質問
【２】「天気予報では、次の内容にどれくらい注目して
いますか？」に挙げた天気予報の内容①～⑧のすべて
で、「まったく注目していない」と回答した人数が各項
目で１/２～１/６に減少した。逆に、「かなり注目して
いる」あるいは「まあまあ注目している」と回答した
合計人数は、①「群馬県の明日の天気」を除いたすべ
ての項目で、５～15名増加した。図３は質問【２】で
挙げた天気予報の内容の項目①～⑧すべての回答の総
数を示している。「かなり注目している」という回答数
は30（7.4％）から50（13％）、「まあまま注目している」
は121（30％）から169（45％）に増加したのに対し
「まったく注目していない」は130（32％）から39
（10％）に大きく減少した。
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表３　各質問に設けた採点基準
問 質問内容 採　点　基　準
３ 雲がどのようにしてできるのか説
明してください。
①水蒸気の存在
海や川などから水が蒸発して水蒸気となることが書かれている。
②上昇
水蒸気を含んだ空気塊があたたまって上昇することが書かれている。
③気温の低下
気圧の低下により空気塊が膨張し温度が下がることが書かれている。
④凝結
空気塊の水蒸気が凝結して水滴になることが書かれている。
４ 雨がどのようにして地上に降って
くるのか説明してください。
①雲粒の成長
上空の雲粒（あるいは水滴）が成長し、大きくなることが書かれている。
②落下
ある一定の大きさに達した雲粒が落下し、落下したものが雨であることが書か
れている。
③水滴
雨を構成しているものは水であることが書かれている。
５ 寒い日に息を吐くと白くくもりま
す。どうして白くくもるのだと思
いますか。
①温度差
外気と吐息の温度差が大きいことが書かれている。
②水蒸気
吐息に水蒸気が含まれていることが書かれている。
③露点・凝結
吐き出した水蒸気が露点に達し凝結することが書かれている。
　この結果から、事前に比べ事後では天気予報の各内
容に注目する度合いが増したということができる。
（ｂ）天気予報の閲覧日数の変化
　質問【１】「１週間のうち、何日くらい天気予報を見
て（聞いて）いますか？」の結果から、①「０～１」
を除き、一週間の天気予報の閲覧日数は事前と事後で
大きな差はない（図４）。事前調査と事後調査は４日し
か離れていないので当然の結果ではあるが、調査に対
して生徒が正直に回答していることも意味しているの
であろう。
　以上の結果から、事前に比べて事後では、天気予報
の閲覧回数には大きな変化はないものの、生徒が天気
予報の内容により注目するようになっており、気象に
対し興味・関心を抱くようになったのではないかと考
えられる。
３－２．雲の発生と雨に関する生徒の理解の変化
（ａ）雲粒の成長と核の役割に関する理解の向上
　シャボン玉実験後、質問【３】「雲がどのようにして
できるのか説明してください。」に対し、「水蒸気」と
いう用語を用いて説明する人数が14名から22名に増
加した（図５）。さらに、質問【５】「寒い日に息を吐
くと白くくもります。どうして白くくもるのだと思い
ますか。」の解答においても同様に、「水蒸気」を用い
て説明する人数が８名から17名に増加した（図６）。ま
た、事前調査では寒い日に吐いた息が白くくもる現象
と「水蒸気」の関係を明確に説明できずに、「息が白く
くもる」や「空気が白くくもる」と解答した生徒が７
名いたが、事後調査では０名となった（図略）。
　このことから、凝結成長による雲粒の成長を観察し
たことにより、雲ができるためには水蒸気が必要不可
欠であることが強く意識されるようになったと考えら
れる。
　次に、質問【４】「雨がどのようにして地上に降って
くるのか説明してください。」の採点結果を図７に示し
た。図７を見ると、３点は事後調査では０名から10名
に増え、１点と無回答は減ったことがわかる。また、
雲粒の成長について記述した人数は１名から15名に
増加し、雨粒の落下について記述した人数は25名から
35名に増加した（図８）。さらに、雲粒の成長と雨粒の
落下の両方を記述した人数は事前では１名だったのに
対し、事後では13名に増加した。この結果から、雲粒
の成長を答えた生徒15名のうち、大多数の13名が雨粒
の落下についても記述したことがわかった。
　この結果から、今回の実験を通して、雲粒が成長す
ることで大きくなり、それによって雨粒として落下す
るという過程を意識して解答できるようになったとい
うことができる。
　また、質問【３】～【５】の３つすべての解答で「核」
または「塵」を用いて説明を行っている生徒が事後で
は大きく増加した（図９）。
　このことから、核の存在や役割が生徒の中で強く意
識されるようになったことがわかった。よって、シャ
ボン玉実験は雲粒の成長を捉えるのに役立つだけでは
なく、目には見えない小さな核の存在や役割について
理解するのにも役立つということができる。
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図４　質問【１】の解答結果
　　　事前調査での解答者数は50名、事後調査での回答者
数は47名となっている。
図３　質問【２】における各項目の回答の総数
　　　天気予報の内容①～⑧すべての回答の総数を項目ご
とに合計した。
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（ｂ）気温低下や温度差への注目の低下
　一般的には気温が低下することで、相対湿度が
100％以上になり、雲粒が形成される。しかし、シャボ
ン玉実験後、質問【３】「雲がどのようにしてできるの
か説明してください。」に対し、図５に示したように、
水蒸気を含む空気塊の上昇に伴って起こる気温低下を
用いて説明する人数は24名から15名に減少した。さら
に、質問【５】「寒い日に息を吐くと白くくもります。
どうして白くくもるのだと思いますか。」の解答におい
ても同様に、気温に注目して説明した生徒は31名から
８名に大きく減少した（図６）。
　これは、今回の実験では気温の変化は雲粒の形成に
影響しないため、生徒が気温低下について意識しなく
なったためであると考えられる。つまり、シャボン玉
実験の欠点であると言える。
４．まとめ
　シャボン玉実験を行うことにより、天気予報で伝え
られる気象に関する情報への興味・関心や雲粒の成長
に関する理解について以下の効果が見られた。
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図６　質問【５】における各採点項目の回答者数
　　　図の「温度差」「水蒸気」「露点・凝結」はそれぞれ、
表２に示した採点項目の「①温度差」「②水蒸気」「③
露点・凝結」に対応している。
図５　質問【３】における各採点項目の回答者数
　　　図の「水蒸気」「気温低下」「上昇」「凝結」はそれぞ
れ、表２に示した採点項目の「①水蒸気の存在」「②
上昇」「③気温の低下」「④凝結」に対応している。
図９　「核」を用いて説明を行った人数
　　　質問【３】～【５】で「核」（または「塵」）を用い
て解答した生徒数。事前に比べ、事後ではすべての
質問で「核」を用いて解答する人数が大きく増加し
たことがわかる。
図８　質問【４】における各採点項目の回答者数
　　　図の「雲粒の成長」「落下」「水滴」はそれぞれ、表
２に示した採点項目の「①雲粒の成長」「②落下」「③
水滴」に対応している。
図７　質問【４】の採点結果
　　　点数は表２に示した採点項目をそれぞれ１点とし求
めた。
0
5
10
15
20
25
30
35
᷷ᐲᏅ ᳓⫳᳇ 㔺ὐ࡮ಝ⚿
ੱ
ᢙ
੐೨
੐ᓟ
0
5
10
15
20
25
30
᳓⫳᳇ ਄᣹ ᳇᷷ૐਅ ಝ⚿
ੱ
ᢙ
੐೨
੐ᓟ
0
5
10
15
20
25
30
35
40
⾰໧ޣ3ޤ ⾰໧ޣ4ޤ ⾰໧ޣ5ޤ
ੱ
ᢙ
੐೨
੐ᓟ
0
5
10
15
20
25
30
35
40
㔕☸ߩᚑ㐳 ⪭ਅ ᳓Ṣ
ੱ
ᢙ
੐೨
੐ᓟ
0
5
10
15
20
Ԙ3ὐ ԙ2ὐ Ԛ1ὐ ԛ0ὐ Ԝή࿁╵
ੱ
ᢙ
੐೨
੐ᓟ
（１）事前に比べて事後では天気予報の閲覧回数には
大きな変化はないものの、生徒一人一人が天気
予報の内容により注目するようになり、気象に
関する情報への興味・関心が高まった。
（２）雲ができるためには水蒸気が必要不可欠である
ということを強く意識させることができた。
（３）水蒸気が凝結することでできた雲粒が凝結成長
することで大きくなり、それによって雨粒と
なって地上に降るという過程を意識させること
ができた。
（４）雲粒が凝結成長することにより大気中から「水」
が除去される過程を目で確認することで、水の
循環についての理解が深まった。
（５）目には見えない凝結核の存在や役割についてと
ても強く意識させることができた。
（６）実際の雲の発生の条件となる上昇に伴う空気隗
の気温低下を再現することができないため、気
温低下や温度差について意識が低下してしまっ
た。
（７）事前調査を行ってから事後調査を行うまでの期
間が短かったため、長期間経った後の生徒の理
解や興味・関心への影響については今後明らか
にすべき課題であると考えられる。
　以上の結果から、シャボン玉実験を行うことで雲粒
の凝結成長により大気中から「水」が除去される過程
（わかやま　りさ）
を観察することができ、水の循環の一部である雲粒の
発生から雨粒となって地上に降るまでの過程の生徒の
理解を深められることがわかった。しかし、欠点とし
て、気温の低下と雲粒の形成の関連を示すことができ
ないことが挙げられ、シャボン玉実験とは別の方法で
気温低下と雲粒の形成について示す必要がある。
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